
教 師 に求 め られ る リー ダー シ ップ とは

澤田 敏志

(1)は じめ に

2002年 夏,現 在の子 ど もた ちの 姿 を示 す二つ

ので き ごとが報 じられ た。 ひ とつ は,文 部 科学

省国 立教 育 政策研 究 所が行 った 「読書 教育 に関

す る調 査」 の結果 で,図 書館 で本 を借 りた こ と

が ない,宿 題 や授 業 で しか本 を読 まない,と い

う子 ど もの割 合が それぞ れ2割 前 後 にな り,中

高の 教 師の8割 は子 どもの 国語 の学 力が 低下 し

て い る と感 じてい る とい う。 も うひ とつ は,昨

年度30日 以上 欠席 した不 登校 生 は小 中校 で13

万9千 人にな り,前 年 度 よ り4000人 増 え,調 査

開始以 来 ユ0年 連 続の増加 で過去最 高 を更新 した

とい うこ とで あ る。 また,神 奈 川大学 通信 「神

大 ス タイル」239号 に掲 載 され た 「守 って い ま

す?生 活マ ナ ー」 に よる と,授 業 中に メー ル を

す る,と 回答 した学生 は644%,友 人 と私語 を

す る学生 は57,5%,内 職 は56.4%,遅 刻 は50.5

%と な って い る。 男女 別 で は,い ず れ も女子 の

割 合の ほ うが高 い。 更 に,喫 煙者 に対す る 「喫

煙 しなが ら道路 を歩 くか」とい う設問 に対 して,

「歩 く」 と回答 した者が78.L°hに も及んでい る。

少子 高齢 化 が進行 し,生 徒数 は減 少 して い る

が,本 を読 まな い中高 生 と不登校 生 は増 加 を続

けて い る。 大学 生 は ルー ルやマ ナ ー を遵 守 す る

こ とがで きないのが現状 だ とい う。い った い 「学

校」 とは何 だろ うか。それ を改 めて問 い直 し,教

師が担 わなけ れ ばな らない こ とを,教 師 に求め

られ る リー ダー シ ップ と して再考 す る こと を試

み た。

(2)学 校 とはe子 どもの居場所 と しての学校

文部 科学 省初等 中等教 育局 教育 課程 課教 育課

程 企画室が2002年4月 に発行 した リー フ レ ソト

の表紙 には 「授 業が 変 わ る 評 価が変 わ る 先

生 も変 わ る 子 ど もた ちが 変わ る そ して学校

が変わ る」 と大 きな文 字で記 載 され てい る。 「学

校 が変 わる」 こ とについ ては,

1.「生 きる力」 のあ る子 どもが誕生 します。

2.完 全学 校週5日 制 に な ります。

3.教 育 内容 を厳 選 します。

4.「 総 合的 な学 習の時 間」 が始 ま ります。

5.中 学校 ・高等 学校 で は,選 択学 習の幅 を拡

大 します。

6.新 しい学習指導要領のね らい を実現す る 「評

価」 が生 まれ ます 。

と6項 目を掲 げ てい る。 また,新 しい学習指

導要領 が 目指 す 「確 か な学 力」 につ いて も,

・知識 や技 能 を身 につ け活用 す る力

・学 ぶ こ とへの や る気 ・意欲

・自分で考 える力

・自分で判 断す る力

・自分 を表現す る力

・問題 を解 決 し,自 分 で道 を切 り開 いて い く

力 と6つ の 力 を示 して いる。

少 し遡 るが,教 育課程審 議会が1998年7月29

日に行 った 「幼稚 園,小 学 校,中 学 校,高 等 学

校,盲 学 校,聾 学 校 及 び養 護学 校 の教育 課程 の

基準 の改善 につ いて」 とい う答 申には,「 子 ど も

た ちの成長 への願 い と学 校へ の期待」と題 して,

これか らの学校 のあ り様が示 されてい るの で,少
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し長いが引用す る。

『学校は子 どもたちにとって伸び伸びと過ごせ

る楽 しい場でなければならない。子 どもたちが

自分の興味 ・関心のあることにじっくり取 り組

めるゆ とりがなければならない。 また,分 か り

やすい授業が展開 され,分 からないことが自然

に分か らない と言え,学 習につまついた り,試

行錯誤 した りす ることが当然のこととして受け

入れ られる学校でなければならない。さらに,そ

のために,そ の基盤 として,子 どもたちの好 ま

しい人間関係や子 どもたちと教師との信頼関係

が確立 し,学 級の雰囲気 も温か く,子 どもたち

が安心 して,自 分の力を発揮で きるような場 で

なければならない。このような教育環境の中で,

教科の授業だけでなく,学 校でのすべての生活

を通 して,子 どもたちが友達や教師と共に学 び

合い活動する中で,自 分がかけがえのない一人

の人間 として大切 にされ,頼 りにされているこ

とを実感で き,存 在感 と自己実現の喜びを味 わ

うことがで きるこ とが大切 である と考 える。』

と述べている。

ここからは文部科学省がお薦めす る 「子 ども

の居場所 としての学校」の姿 を,次 の4点 に整

理することがで きる。

・子 どもたちにとって伸 び伸 びと過 ごせる楽

しい場

・子 どもたちが 自分の興味 ・関心のあ ること

に じっ くり取 り組めるゆ とりがある場

・分か りやすい授業が展開 され,試 行錯誤す

ることが当然のこととして受け入れられる

場

・子 どもたちと教師 との信頼 関係が確立 し,

子 どもたちが安心 して,自 分の力を発揮で

きるような場

(3)学 力 とは躍生 きる力 と しての学 力

学力には 「学ぶための力」 と 「学んだ結果の

力」 とがある。学んだ結果の力は,次 に学ぶた

めの力になる。その繰 り返 しによって学力の向

上が図 られるものであることはいうまで もない。

2000年12月 に,教 育課程審議会が発表 した

「児童生徒の学習 と教育課程の実施状況の評価の

在 り方について」 とい う答申の 「第2節 これ

らの評価の基本 的な考 え方」に 『学力 について

は,こ れ まで示 したように,知 識の量の多少 に

よってとらえるのではな く,学 習指導要領 に示

す基礎的 ・基本的な内容 を確実 に身に付けるこ

とはもとより,そ れにとどまることな く,自 ら

学 び,自 ら考える力などの 「生 きる力」がはぐ

くまれているか どうかによって とらえる必要が

ある』 と述べている。 また,「生 きる力」 につい

て も 『「生 きる力」す なわち① 自分 で課題 を見

付け,自 ら学 び,主 体的に判1析し,行 動 し,よ

りよく問題 を解決す る資質や能力,② 自らを律

しつつ,他 人 と協調 し,他 人を思いやる心や感

動する心などの豊かな人間性,③ た くましく生

きるための健康 と体力を育成すること』 と言及

している。

この 「生 きる力」 を 「社会的 に自立す る力」

と受 け止め,変 化するする社会に主体的に対応

で きる能力を具体的 に育て ようとして設けられ

た時間が 「総合的な学習の時 間」 なのであ る。

つ まり,学 力を単 に知識や技能の領域 にとどめ

るのではな く,そ れ らを活用 して社会参加 して

い くことか ら,現 代社会が抱 える諸問題 に直面

させ,そ れを克服 していこうとする姿勢 を養 う

ことも学校の責務 とされたのだと理解 している。

(4)中 学校 おける学級担任の業務

学校 において,生 徒の居場所 を確保 し,生 徒

の学力 と直接的に向 き合っている存在は学級担

任である。そこで,中 学校 を例 に学級担任 とし

て具体的に学級経営にどのように取 り組 むこと

が求め られるのかを過去の実践例を もとに して

考察を進める。

①学級 とは

学級担任に担 うべ き 「学級」 について,文 部
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省が発行す る中学校指導書特別活動編 には,学

級は 「学校 における生徒の生活の単位組織 とし

て,学 級 と しての固有 の生徒活動が行われると

ともに,学 校 における生徒の様 々な活動の基盤

としての役割 を果たす場」であ り,そ の活動の

特質 として 「自主的 ・実践的な活動」「学級 ・学

校の生活への適応 を図 る活動」「集団や社会の

一員と して望 ま しい資質や能力 ・態度 を育てる

活動」「当面す る諸課題の解決 を通 して生徒自ら

が自己指導能力を養 う活動」が挙げ られ,「人間

としての生 き方 に関する指導が行われる中心的

な場」「生徒指導の全機能が補充,深 化,統 合さ

れる場」が加えられている。

学校における生徒の 日々の生活 を中心に考え

ると,中 学校 における 「学級」 は,「 生活の場」

であると同時に 「学習の場」である。すなわち

「自主的 ・実践的な活動」 も 「適応を図る活動」

も 「望 ましい資質や能力 ・態度 を育てる活動」

も 「自己指導能力を養 う活動」も日々の 「生活」

と 「学習」 に大別 される活動 を通 して行われる

べ きものである。「生活の場」としての学級が主

として担 うべ きことは,民 主主義 を体験 しつつ

学ぶことである。民主主義を体験的 に学ぶ機能

は,少 子化が進行す る中で,地 域社会から損 な

われて しまった現在 だか らなおの こと,学 級が

それを率先 して担わなければない。一方,「学習

の場」 と しての機能は,学 校生活の大部分を占

めている授 業が中心になる。教科指導は,主 に

教科担当者が担 うのは勿論 だが,授 業をどう受

けるか とい う授 業秩序や学習規律の確保 に関 し

ては,学 級担任の担 うべ きことの方が多い。併

せて,学 習内容の定着度 を高めるためには,家

庭 における学習の習慣化 を図ることが必要であ

り,そ の工夫は学級担任の指導 に求め られるも

のである。

② 「生活の場」と しての学級

学級担任が,ど のような学級 を目指 して,ど

う経営 してい くかを構築する作業は,生 徒 に出

会って行 なう最初の仕事である。勿論,生 徒に

出会 う以前 に用意 してお く部分 も多数あ るが。

1977年 に横浜市教育セ ンターが発行 した 「指導

の計画 と方法」に筆者の学級経営案の一部が資

料として掲載 された。これには,「学級指導の充

実 をはか り,生 徒理解に努める」「生活 日誌,実

態把握を通 して,個 別指導の充実に努める」「自

己の所属す る集団に適応 し,楽 しい学級生活が

送れるよう努める」 という3点 が経営方針 とし

て掲げられているが,筆 者の過去の記録 を見る

と,学 級担任 として掲げたこの姿勢は変わって

いない。次 に示 した 【資料1:学 級経営案】は,

筆者が昭和52年 度に横浜市立永田中学校におい

て実践 した ものである。

【資 料1:学 級経 営案 】

昭和52年 度横浜市立永 田中学校1年6組 学級経営案 学級担任 澤 田敏志

1.学 校教育 目標

豊かな人間性 と逞 しい実践 力を備 えた良 き社会人になるため(以 下略)

2.学 年の教育 目標

自らが学校生活のルールを重ん じる態度 と基本的な学習計 画の習慣 を身に付け基礎的体力の向上 に努め

る

〔努力 目標〕

i)生 活環境 を整備 し,学 級の きまりを守 る

ii)授 業 に真剣 に取 り組み,進 んで発表や質問を行 う

111)安 全 と健康 に留意 し,体 力の向上 に努める

3.学 級の実態
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(1)在 籍 男子25名 女子17名 計42名

(2)学 級 の特色

① 身体 ・性 格面

・大多数が健康である。男子 に心臓疾患 を持つ者が1名 いる

・クレペ リン検査 によると準定型群及び非定型群 のB段 階 とC段 階が3分 の2を 占める

②生活 ・行動面

・働 くことに難色を示 し,暴 言 を吐 く者がみ られる

③学習面

・意欲 ・態度の面で低調(通 塾者16名 ・家庭教 師2名)

④部活動面

・運動部所属27名(男 子19名 ,女 子8名)文 化部所属6名(男 子2名,女 子4名)

⑤知能面

段階 男子 女子 計

5 1 1 2

4 13 4 17

3 7 11 18

2 4 1 5

1 0 0 0

⑥兄弟姉妹数及び続柄

兄弟姉妹数 男子 女子 計 続柄 男子 女子

4人 0 1 1 第一子 13 5

3人 2 2 4 第二子 11 11

2人 17 13 30 第三子 1 1

1人 6 1 7 第四子 0 0

計 25 17 42 25 17

⑦地区別 …(省 略)

4.家 庭の状況

・生活保護i家庭1名(女 子)

・母子家庭2名(男 子1名 ,女 子1名)

・留守家庭17名(男 子10名 ,女 子7名)

・保護者 の職業 を見ると,会 社員が3分 の2を 占め,自 営 は7名

・比較的恵 まれた家庭環境 にある者が多いように見えるが ,し つ けの面 は疑問。

5.学 級 目標

・自分 も他 人も大事 に し,よ く考 え,行 動で きる明るい生徒 になろう

*本 校の教 育 目標 と重点 目標 を説明 し,生 徒の 中学生 としての抱負 を聞 きなが ら,学 級 の実態 と地域

性 を踏 まえて設定 した

6.学 級経営 の基本方針

(1)生 徒 一人ひとりの存在 を大切 に し,学 級指導の充実 をはかる
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(2)生 徒同士,生 徒 と教師の心 の交流の深 まりに努め る

(3)生 活 日誌,実 態把握 を通 して個別指導の充実に努める

(4)生 徒 の所属す る集 団の機能 を充分 に理解 させ,社 会の一員 としての個人の 自覚の もとに楽 しい学校

生活が送れるように努め る

(5)生 徒 を畏怖 するこ とによって問題発生 を予防するので はな く,常 にその原因 を究明 し,除 去す るこ

とによって解決する姿勢 を保つ

7.学 級 の組織 と運営

生徒の共 同生活 を円滑 に運営 するため と,生 徒の社会への所属感 を実感 させ るため,小 集団に よる係活

動 を中心 に し,生 徒会活動の実践的集団 としての機能 をも学級 に持たせ るため,次 の ように組織 した。

生徒会

評議委員

学級委員長

学級副委員長

長

長

記

計

議

議

副

書

会

生徒会

専門委員

選挙管理委員

会計監査委員

一 校風委員

一 保健委員

一 図書委員

一 美化委員

語

会

学

科

楽

術

育

術

庭

語

国

社

数

理

音

美

体

技

家

英

(1)学 級委員 ・生徒会委員の選出 について

・班 を組織す るに当た り,生 徒同士 の 「好 き」「嫌い」 の感情 をで きるだ け排 除 し,「 お もいや りの

精神」か ら相互援助 を中心 とした集団 となるようにする。

・班長 の選出は ,生 徒の希望調査 を集約 して上で,班 長会(企 画会)で 推薦者を決め,そ の原案に

基いて,学 級 会で希望や要望 を聞いて決定する。

・5つ の小学校(永 田 ・永 田台 ・六 ツ川 ・瀬戸 ヶ谷 ・井土 ヶ谷)か ら生徒 が集 まって くるので
,小

学校別の生活班 にならないように配慮す る。

(2)係 活動の内容

① 日直 ②掲示

・始業 と終業の学級活動 の司会 ・週予定表 の作成

・各班が実施 した清掃 の点検 ・掲示物の管理

・学級 日誌の記録 ・教室内の壁面の掲示 の計画

・個 人日記の集配

・移動教 室の際の戸締 りと消灯
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③ 美化

・黒板の清掃 と管理

・清掃用具の管理

・水道の清掃

神奈川大学心理 ・教育研究論集

・個 人用 ロッカーの管理

⑤ レクレーシ ョン

・学級の 日(時 間)の 企画 と運営

・学級の歌の指揮

・レクリエ イションの道具の管理

〔係活動 について〕

④昼食

・お茶の用意(お 湯の受取)と 後始末

・食事 の前 に机を拭 く

⑥朝学習

・朝学習 の企画推進

・問題作 りと答え合 わせ

・学級 内において共同生活 を営むために必要 とされる仕事 や活動 を網羅 し,六 つに大別 した。それ

を,各 班が 一つずつ担 当 し,班 長 を中心 とした班活動 とい う形で 日常 の活動 と した。

・学級 開設時は ,各 班 の活動 を一 ヶ月間程度 固定 し,活 動 の要点 と問題点 を理解 させ た上で,全 員

が全ての活動 を経験 し,学 習す るために2週 間単位 でローテーシ ョンさせ る。

・相互の連絡 ・調整は ,班 長会において行 う。

(3)教 科学習係 の活動

i)始 業の前に必ず担 当の先生の ところへ連絡 に行 き,授 業の準備 をす る

11)始 業の合図 と共 に,全 員が 自習 で きるように指示す る

111)授 業が 自習 となった場合は,委 員長 ・副委 員長 と協力 し,指 示 された 自習がで きるよ う努める

iv)課 題の集配 および提 出者の記録 と未提 出者への確認

v)前 日まで に担当の教 師に確認 した翌 日の授業内容 と用具,課 題等 を全員に伝 える

vi)そ の教科の学習遅進者 に対 して,救 済活動 を思考 し実践す る

〔教科学 習係の活動 につ いて〕

・教科学習 に際 して ,学 級の代表者であ り,演 出者で もある とい う自覚 と誇 りを持 ち,自 学 自習の

推進者 としての責務 を果たすように指 導で きる。

・以上の内容 を生徒 に示 し,単 なる 「チ ョー ク運 び」 と椰楡 される活動ではない ことを説明 し,特

にその教科 に情熱 を持 っている者 を中心 に2～3名 を選出する

・テス ト後の活動 として設問別通過率の求め方を指 導 し,誤 答の分析 とともに取 り組み方 を指導する

・教科学習係会 を学級委 員長が開 き,授 業 中の生徒の様子 や学習態度 について話 し合い,学 級 と し

ての学力の向上 に努 める

(4)生 徒会専門委 員の活動

①校風委 員

・名札の集配 と保管(毎 日)

・服装の点検(定 期)

・学校生活の ルールの説明(随 時)

③図書委員

・学級図書の開設 と管理(毎 日)

・読書運動の推進 と図書紹 介(定 期)

②保健委員

・欠席者の確認 と理 由把握(毎 日)

・出席者 の健康状態 の把握(毎 日)

・健康保持の呼びかけ と説明(定 期)

・健康相談の仲介(随 時)

④美化委員

・清掃 ロッカーの管理 及び点検(毎 日)

・清掃後の点検(定 期

・清掃後の点検(定 期)

・教室内の美化 について班長会へ の提言(随 時)
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〔生徒会専門委 員会の活動 について〕

・生徒会の活動 に積極的に参加す るの は当然 と して
,そ の他,学 級 内において も専 門委員 と しての

活動 を考 え,日 常活動 として専門委 員を育む ように努め る

・生徒 会専門委員会の決定事項の具体化 は
,班 長会でその取 り組み について協議する

専門委 員が 日常活動の中で特 に注意 したい ことや提案 したい ことは,必 ず学級委員長 に相談 し班

長会を開いて具体化する

(5)少 年消防 クラブ員

i)避 難経路の確認 と説明

11)災 害発生時の心得 を説明

111)避 難訓練の際の行動 点検 と反省点の確認

iv)冬 季期間のス トー ブの管理(給 油 ・点火 ・消火)と ス トーブ 日誌の記載

〔少年消防 クラブ員の活動 について〕

・災害発生時 の中心的な活動は もとよ り,防 災意識 の高揚 に努め る。

・班長会 とは切 り離 し,学 級担任に直属する組織 として活動 させ る。

(6)班 長会の活動

・学級委員長および副委 員長 と各班長 ・副班長で組織 し
,学 級 委員長が招集する。

・学級内の全ての問題 を取 り上げ ,学 級員一人ひとりの幸福 を目指 して行動することを目的 とする。

・全校評議会や学年評議会および専門委 員会の決定事項 を受 け ,具 体化す るための方策 を協議 し学

級独 自の取 り組み を展 開す る。

・班 長会の決定事項は学級会で協議 し,過 半数の賛同 を得て学級 の決定事項 とする。

(7)朝 の短学 活の利用

月曜日

火曜 日

水曜 日

木曜 日

金曜 日

土曜 日

ランニ ング

朝学 習(英 語)

朝学習(数 学)

朝学習(国 語)

レクレーシ ョン(学 級の歌)

今週 の反省

・8時30分 ～45分 までの15分 間を,生 徒の自主的運営 に委ねる。

・運営方法は ,班 長会で立案 し,学 級会で協議の上,決 定するC,

(8)日 誌の活用

i)学 級 日誌

「日直」 の係活動 として,欠 席や遅刻 ・早退の他,授 業中の様子や清掃の点検結果 を記録する。

iD係 活動 日誌

係活動 を全員 に体験 させ るため,そ れぞれの班がその 「係」 を担当 した際に,ど の ように考え

て,ど のように取 り組んだのかを記録す る。

111)個 人 日言志

各 自が毎 日の生活の 中で,思 ったこと,気 がついたこ とを記録 し,学 級担任 との対話の場 とす

る。班単位で一週間 に一・度提 出。

〔日誌の配慮事項〕

・学級 日誌 や係活動 日誌は ,と もす る と記録のための記録 に終わることが多いので,事 実 を記録 さ
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せ,班 長会の討議資料 とする。

・個人 日誌は ,生 徒 と教師の心 の交流 を図 る手段 と し,単 なる言葉の遊戯 に終 わるこ とな く,常 に

生徒に話 しかける姿勢 を保 ち続け る。

(9)清 掃活動

・生徒全員が毎 日の清掃 活動 に参加 し,同 時 にそれ らの活動 を評価 しあ える方法 として次 のように

行 う。

i)学 級が分担す る清掃 区域 を5分 割 し,そ れぞれの班が担当する

11)日 直班 は,各 清掃 区域 に担 当者 を派遣 し,清 掃 を手伝 いなが らその班 の活動 を点検 し,学 級

日誌 に記載す る。

iii)清 掃用具の整理整頓の確認 は,美 化委員が行 う。

iv)清 掃終了後に,帰 りの学級活動 を行い,各 班 が清掃の 自己評価 を行 う。

〔清掃 活動 の配慮事項 〕

・一学期 間は ,毎 日,教 師が率先 して,ホ ーキ ・ハ タキ ・モ ップの使 い方 を中心 に清掃 の仕方 を指

導す る。

・清掃の際には,そ れに相応 しい服装(ジ ャージ ・体操着)に なる。

・一週間単位での清掃計画 を立案 し,そ れに基づいた活動 を行い,評 価する。

・清掃の時間は ,10分 間 とす るが,時 には 「5分 間清掃」や 「朝清掃」 も行 い,活 動 に変化を もた

せ なが ら,行 動の機敏性 を養 う。

・ 「与 えられた清掃区域」 に とどまるのではな く,積 極的 に拡大する方法 に指導 し,「 自ら求めた清

掃区域」へ と拡大 を図る。

8.学 級指導年間計 画

4月 中学生 としての 自覚

・学校生活でのルールを守 る

・学級 の組織作 りと遠足へ の参加

5月 自主的組織活動の意識 を持 つ

・生徒 会諸活動(総 会 ・球技大会)へ の参加

・小集団活動の持 つ意味 と部活動への参加

6月 生涯活動 の決意 を持つ

・ 「一研究」の持 つ意味 と取組み(卒 業生の体験談 を聞 く)

・読書の進め と梅雨時の健康保持 について

7月 夏休み を迎 える姿勢を考 える

・一学期 の反省(自 己評価)

・夏休みの生活設計(一 研 究 ・読書 を含む)

9月 学習態度について考える

・組織体における個人の役割(体 育祭への参加)

・授 業中の学習態度 と家庭学習 の持つ意味(部 活動 との両立の智恵)

10月 学習集団 としての機能を持つ学級 について考 える

・教科学習係 の役割の自習

・朝学習の再検討 と強化

・文化祭へ の参加
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11月 自己を見つめる

・学習計画予定表の活用について(私 の家庭学 習)

・診1析テス トの結果処理 と自己の学力(プ ロフィールの利用)

ユ2月 冬 休みを迎える姿勢 を考 える

・二学期の反省(自 己評価)

・冬休みの学習計画 を立てる

1月 進路 を思 う

・新春 を迎えての決意

・正 しい職業観 と卒業生 の歩 んだ道

2月 心 と身体の成長 を考 える

・トレーニ ングとは

・肉体の変化 と心の動揺

3月 一年間の反省 と二年生へ進級す る決意

・係活動の総点検

・1年6組 を私は どうつ くったのか(自 己評価)

資料1の 学級経営案についてい くつか補足 し

てお きたい。この学級は,生 徒42名 を6つ の生

活班 に分け,そ の班 を中心 に係活動 を展開 し,

全員が交代ですべての係活動 を体験することに

よって,組 織 としての学級の役割を考察 させ る

ことを図った。

まず朝 の学級活動 について実態 を報告する。

月曜 日の ランニ ングは,生 徒にランニ ングカー

ドを持 たせ,学 校前の団地歩道の周回記録 に基

づいて校内マ ラソン大会の距離 を選択す るとい

う学校ではあったが,運 動部に所属する者以外

は走る機会が少ないために設定 した。筆者 もお

よそ1.5kmの 団地周辺を生徒ともに走った。そ

の ことが,生 徒の週末の生活の不規則 さを是正

す るという予想以上の効果 をもた らしたことも

評価 したい。火曜か ら木曜は,生 徒が考えた学

習課題 を,あ る班は黒板 に書 き,あ る班 は印刷

して取 り組 ませた。勿論,解 説 も生徒が行った。

この作問及び解説の作業は,学 習単元の何がポ

イントか,ど こを反復 しておけば理解を助ける

手立てになるかを生徒 自らに学ばせ,成 績上位

者の力を更に一段押 し上げることになった。そ

れを成績下位者 との 「助 け合い学習」 に振 向け

ることになるのだか,そ れは次の項で述べる。

週 末の学 級 の歌 は,レ ク レー シ ョンの ひ とつ

と して合唱 コン クー ルへ の誘 い と した。

教 室の 座席 は,生 活班 の ま とま りで位 置 を決

め てい たの で,土 曜 日の朝 は机 を寄せ て班 会議

を行 い,次 の 週 の係活 動 を向上 させ る ため の工

夫 を求め た。

個 人 日記用 の ノー トを全 員 に持 たせ,道 徳 の

授 業 の感 想 や意 見の ほか,思 った こ とや 気が 付

いた こ と,個 人 的 な悩 み な ど自由 に書 かせ,週

に一度,曜 日別 に班 を単位 と して 回収 し,担 任

教 師 と生 徒 との交換 ノー トと して も活 用 した。

この ノー トか ら生徒 の さ まざ まな情報 を得 る と

と もに,多 くの提案 が 教 師 に もた らされ,生 徒

理解 の糧 とな った。生 徒の提 案 で始 まった活動

の ぴ とつ に欠席者 の ノー ト作成 が ある。 コ ピー

が普 及 して い る現在 な ら簡単 な こ とだが,当 時

は班 員が 欠席 者 の ノー トを分担 して整理 した。

休 んで い る者 へ の思 い を形 に して渡 す とい う活

動 は,そ の思 い が さ ま ざまな場面 に波 及 してい

った。

生 徒 と生徒,生 徒 と教 師の コ ミュニ ケー シ ョ

ンの上 に学 級 組織 の活性 化 は 図 られる。 だ か ら

個 人が 自分 の考 えや思 い を綴 る とい う作 業 は大

切 に しなければ な らない。
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③ 「学習の場」 としての学級

「学習」は,学 級の重要な機能である。ここで

学級担任が担わ なければな らないことが二つあ

る。 ひとつは,家 庭学習の習慣化 を図 り学習事

項の定着 に努め ることであ り,も う一つは,ど

の ように授業 をうけるのか とい う授業規律 また

は学習秩序の理解 と維持である。

「授業規律」については,道 徳の授業 と関連 さ

せ 「聞 く態度」の育成を基本 として取 り組むこ

とが必 要だが,こ こでは,家 庭学習の習慣化に

どの ように取 り組 んだのかを紹介する。

家庭学習の習慣化 を図るためには,ま ず生徒

の一週間を単位 とした生活実態を探 ることか ら

始め,ど の ようにして家庭学習の時間を作 り出

すかをア ドバ イスす る必要がある。また,異 な

る家庭環境にあ る生徒に対 しての ア ドバ イスを

どのように して伝 えてい くのか も考慮 しなけれ

ばならない。

【資 料2:生 活の記 録 】

そ こで,生 徒 に 「計 画 ・実行 ・評価」 を記録

させ るため に考 案 した ものが 「資 料2:生 活 の

記録 」 に提 示 した もの であ る。 これ は,筆 者 が

横浜 市立 永 田 中学 校 に勤 務 して いた折,数 名 の

教 師 と共同 で印 刷 し,一 年 間記録 させ た用 紙 の

原 型 であ る。上段 は,週 の終 わ りに一週 間の 家

庭 学習 を計 画 させ た。週 末 の土 曜 日,翌 日の 日

曜 日か ら次 の土 曜 日までの 一週 間分 の家 庭学 習

時 間 を,ど の程 度 の時 間で どこ に置 くの か,を

帰 りの学 級活動 で記 入 させ た。 下段 は7日 間分

あ り,毎 日の帰 りの学級 活動 で,教 科学 習係 が

連 絡 す る明 日の授 業予定 を 「明 日の学 習」 の 欄

に記 録 させ,同 時 に今 日の家庭学習 の内容 を 「家

庭 学 習 」 の欄 に計画 させ た 。 「生 活 の記 録 」 の

「生 活 時間帯」に起床 と就寝 の時 間,つ ま り睡 眠

時 間 を記 入 させ,罫 線 の部 分 に生徒 の感 想 と教

師の ア ドバ イスは記 入す る こ とに した。 同僚 の

宇 田永治教諭 は,評 価 を 「三振」 「ヒ ッ ト」 「2塁

打」 「3塁打」 「ホ ーム ラ ン」 で,筆 者 は 「Think

more」 「Pass」 「Good」 「Excellent」 の語 句 が

入 った ゴム印 で行 っ た。 ホー ム ラ ンの 印 を押 し

て欲 しい とか,王 冠 をかぶ った鷲 のExcellent

の 印 が欲 しい とい って努 力 した生 徒 も多 くいた

が,挫 折 して しま う生徒 もあ った。挫 折 者 に対

して は,そ の都 度,ど こ まで継 続 で きる のか,

どこ まで な ら記 録 で きるの か,と ハ ー ドルを個

別 に設 定 して対 応 す る よう に した。継 続 こそ が

力 にな る と説得 し,小 さなハ ー ドル を越 え られ

る よ うに後押 しした。

【資料3:私 の一週 間】
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灘壽

私

糠
～職

月

↑
＼

木

金

≡
詐

探慶掌器の一日の平均蹄間は

家歴謙習は、異体的にとんな科 饅をとの 様 にして

豪鷹掌習において最も多くの時間を寳や した教科 は

巾…学桟の授業 を受けて、今、一番楽 しみに している教科は
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このような実践 に基いて,筆 者が神奈川大学

附属中学校に勤務 した折に作成 した ものが 「資

料3:私 の一週 間」であ り,「資料4:私 の家庭

学習」である。

【資料4:私 の家庭学習】
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明 曇 月H.火,,の 授業

一
[]月 〔 〕 日

今日 匙月曜臼♪の家庭学習

科 ㊤ 内容 ・痔ち物 科 目 具体的内容 予定時間

…

z

3

a

511

6il

罪.竃常習を実際に行った時闇帯
陣照帯

,羅

き了GO13501,0{)zr,o(帥2τur22cu21ncnOQ 含計時間 今8撰(のr,,時 閣

正ひ・醗 夢

明後 臼1戸iヨ ・月llの 授彙

rl月fl日

今9、 士曜B)の 家庭学習

罫斗 装 内容 ・持ち物 科 邑 具体的内容 吊定時間

1

Z

3

4

5

6

明Bl日 躍B}の 家庭掌習

家屏学習を案際に行なっナー時間 科 目 具体的内容 予定時間
← トAiL

.

旨`i㌧ 匪"

～ 脅与F霊1分

、 を寺1計!♪'

・1宥 王

弾;i卜;こ二

一1酬 。

一 麟 。
一遇間の総時間数

[コ 時間[コ,・

資 料3は,生 徒 の一週 間の概 要 を把握 す るた

めの もので あ り,資 料4は,月 曜 日か ら土 曜 日

まで帰 りの学 級活 動 の時 間 に記 入 させ たが,年

間 を通 して行 ったの で はな く,前 期 に一 ヶ月間

程 度 の記録 と,後 期 に も同 じような期 間 を設 定

して行 わせ た。 中学受験 を経 験 して入学 す るた

め に,生 徒 の大 多 数 は家庭学 習 が習慣 化 されて

い るの で,習 慣 化 で きて い ない生 徒 の発 見 と,

家 庭 学 習 の内 容 に踏 み込 むた め の資 料 と した。

習慣 化 が な されて い ない生 徒 に対 して は,家 庭

の協 力 を得 て,帰 宅 した ら机 に向か うこ とか ら

始 め,机 で 行 うこ とを探 させ,次 に学 習課 題 に

向 か う とい う手 順 で 臨 んだ。2週 間 を単位 と し

て,保 護 者 と連絡 を と りあ い,計 画 通 りにで き

た ら誉 め る こ とを奨励 し続 けた。 そ う した過程

か ら,中 学 受験 の家庭 学習 は 「や らされてい た」

とい う実態 も見 えたが,「 習 う」ことか ら 「学 ぶ」

こ とへ移 行 させ るた め には,自 己の意思 で 立 ち

向 か うこ と大 切 さを説 き,何 ため にそ れ を,ど

ん な方法 で,と 問い直 しなが らの反復 になった。

一定 期 間の記 録 の後 は
,そ の記 録 を も とに生 徒

と,必 要 に よっては保護 者 も交 えて,具 体 的 な

対策 を講 じなけ れば な らなか った こ と も付 け加

え てお きたい。

学 習の 記録 は,こ の他 に も,休 業期 間中 に累

積表 を用 い て,英 語 と数学 の学 習 を記録 させ た

り,50時 間家庭学 習 と題 して,何 日間で英語 や

数学 の家庭 学習 が50時 間 に達 したの か を記 録 さ

せ るカ ー ドを作 成 し,グ ラ フ化 す る こ とを試 み

た こ ともあ ったが,記 録か ら次の 課題 を発見 し,

それ に立 ち向 う勇気 を与 え続 ける こ と も忘 れ て

はな らない。

④ 学級経 営上 の配慮事 項

学 級経 営 を 「扇」 にた とえ る と次 の よ うに説

明す るこ とが で きる。 扇(紙 扇)は,「 骨」 と骨

を束ね る金具 の 「要」 と,骨 をつ な ぐ 「糸」,そ

の上 に貼 られ た 「紙」 で で きて い る。 ひ とつ一

つ の骨 が生 徒,そ れ を束 ね る要が 教 師 ,生 徒 と

生 徒 をつ な ぐ糸 が生 活班 や係,そ してその 上 に

貼 られ た紙 が学 級 組織 にあ た る。学 級 担任 は,

学 級 に所 属す る生徒 を団体 と して把 握 す るだ け

で はな く,生 徒 ひ と り一 人 との コ ミュニ ケー シ

ョンを基 本 に生徒 理解 の手 立 て を講ず る必 要が

あ る。40人 の生徒が い れば,「1対1」 の生 徒 と

の 関係 を40通 り構 築す る こ とを基本 とすべ き

で あ る。 そ れが しっか り構 築 しなけれ ば,し っ

か りした 「扇」 には な らない。 生徒 との コ ミュ

ニ ケー シ ョンの上 に,生 徒 同士 の コ ミュニ ケー

シ ョンを再構 築す る。 先 に述べ た通 り骨 と骨 を

つ な ぐ 「糸」 の部分 が小 集 団活動 で あ る 「班活

動 」 にあ た るの だが,そ れ が しっか りで きて よ

うや く 「紙 」 が貼 られ,学 級 と しての組織 が構

築 される こ とをあ えて繰 り返 してお く。

先 に実践 例 を紹 介 したが,学 級 担任 と して生

徒 の活 動 に関 わ るの は,思 いつ きや 人 まねで は

だめだ。 「何の ため にそれ を行 な うのか」とい う
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目的意識 を明確 に持たなければならない し,そ

の 目的 を分析 して,具 体的な内容 を導 き出す こ

とが要求 される。その上で,目 的に到達 させ る

ための小 さなステップを用意 してい くことが重

要になる。「何のためにそれを」と考 え,判 断す

る際 には,「 そ うする ことが本 当 に生徒の幸せ

の実現 に役立つのか」 とい う価値基準 に照 らし

て方策 を模索することが求め られなければなら

ない。 よって,明 確 な目的観 と創造性 は学級担

任には欠かせない資質である。

(5)教 師 に求 め られ る もの

教 師の仕 事 は,生 徒 に夢 をあ た え るこ とだ と

思 って いる。生徒 を育 成す るこ とは,生 徒 が 「夢」

を保 ち続 け,そ の夢 を具 現 化す るため の方 策 を

ともに見 出 して い く作業 に違 い ない。先 に紹 介

した ような取 り組 み もそ の こ とを前提 に行 っ て

きた こ とは繰 り返 す まで もないが,そ れ とと も

に,教 師 に求 め られ る リー ダー シ ップ を整 理す

る と次 の よ うになる。

学 校 にお いて教 師が 生徒 を育 成す る とい うこ

とは,単 に教 科指 導 だけ で はない。 特 別活 動 は

もちろ んの こ と,部 活動 も含 めて,生 徒 と直接

的 に向 き合 うさ まざ まな場 面 にお いて行 われ る

こ とで あ る。そ う した様 々な活動 場面 において,

「何 の ため にそれ を」 とい う目的意識 を もたせ る

こ とが重 要 に なる。学 級 目標 や個 人の 目標 を掲

げ る こ とは安 易 に行 われ て いるが,そ れ だけ で

終 わ らせ ない ため には,生 徒 の歩 みや努 力の 累

積 を 目に見 え る よ うな形 で評 価す る こ とが大切

に なる。 数値 化 した り,グ ラ フ化 した りして生

徒 に戻す こ とは,単 に成 果の み を評価 す るの で

は な く,そ の こ とに注が れ た意欲 と努 力 を評価

す る ことを意味 して いる。

す な わ ち 「的確 な 目標」 を掲 げ,「 具体 的 な指

示」 を出 し,そ の上 で 「公正 な評 価」 が行 われ

る こ とが 成 長 へ の確 か な道筋 で あ る。 そ して,

そ うい う学 級の 環境 をつ くる こ とが,教 師の任

務 で あ り,学 校 にお け る顧 客 の 満 足 度(CS=

customersatisfaction)を 充足す るこ とになるの

だ と思 う。

先 に述べ て きた学 級 を経営 す るため の手立 て

は,そ の まま学 年 の経営 に,更 には学校 の経 営

に準 用 され る もの で あ るが,学 校管 理者 と して

の職 にあ る者 が担 うべ きこ と につ い ては,横 浜

市の教 育委 員 で あ り神 奈 川大学 教授 で あ った金

子保雄氏 の もとで の学習 グルー プであ る 「2i世

紀 の横 浜の教 育 を考 え る会」 が,平 成8年 に発

行 した研 究紀 要 で あ る 「中学 校経 営 に活 力 を」

に筆 者 が リー ダー シ ップの構造 を整理 した もの

があ るので,そ れ に手 を加 えて ま とめ にか える。

(6)指 導 性=Leadershipの 構 造

今 日の社会 におい て理 想 とす る学 校 教育 を実

現す るため に は,学 校経営 の 責任 者 であ る校長

に,教 師 を育 み,か つ一 人 ひ と りの教 師が 所有

す る知識 や技 能 を結集 して い く力が求 め られる。

この 「育 み つ つ 結 集 す る 力 」 こそ が,校 長 の

Leadershipで あ り,そ れ は次 の3点 を軸 に構成

され,右 に示 したキ イワー ドに集約 される。

1.教 師の資 質の 向上 を 目指 し共 に生 きよう と

す る姿 勢… 『共生 』

2.教 師個人 の教育 的欲 求 を聴 取 しよ うとす る

姿勢 … 『寛容 』

3.新 たな教育 的価値 を生み 出 そ うとす る姿勢

… 「創造』

これ を,構 造 化す る手 立 て と して 図解 す る と

後 に示す 「資料5」 の様 になる。

①共生 とは

校長のLeadershipの 第一 に掲げられるものは

『共生』である。これは校長が学校経営の責任者

として保持 しなければな らない基本的姿勢であ

るばか りではな く,教 育に携 わる者のすべ てが

基本 とすべ き姿勢である。すなわち,校 長お よ

び教師は,そ の権威 に寄 り掛 かって教育 目標 を

達成 しようとすべ きではな く,学 校は,そ の学

校の教育に携わる者すべてが生徒 とともに成長
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教 師 に 求 め られ る リー ダー シ ップ と は

しようとすることによって目標 を達成する組織

体でなければ ならない。つ ま り,校 長は所属す

る教師の資質の向上を目指す ことを第一 と しな

がらも,自 ら研鐙 を重ね,自 らの資質の向上 を

図ろうとする姿勢 を合せ持つことが不可欠であ

る。そこで,校 長が所属す る教師 と共生 を図る

ための具体的な方法を模索すると,次 の ことが

提起で きる。

校長は,教 師の行 う教育活動全般 に対 して心

地好い刺激 を与えることから始めるべ きである。

単なる刺激ではなく 「心地好 い」が大切である

ことは後で述べ ることにするが,刺 激 は,教 師

集団への刺激 も必要であるが,同 時に,教 師個 々

人の特性 を見極め,個 々の教育的欲求の質的向

上を目指す研鍵意欲 を増す ものでなければなら

ない。学校を組織す る各教師が,自 己の教育的

欲求の質的向上 と合わせて,そ の実現 に向けて

研錯 を重ねれば,学 校全体が教育研究の実践 に

向けて動 き出す ことは容易であ り,教 師 として

のキャリアの蓄積 も十分に行えるはずである。

教科を単位 と して指導技術 を切磋琢磨 しあ う

ことも,学 年 を単位 して掲 げた目標の実現 に向

けて実践 を重ねることも,そ の根本 は組織 を構

成する一教 師の教育研究意欲に支 えられている

ことを忘れてはならない。例えば,仮 説の.ヒに

行われた実践は,実 践後の検証か ら新たな仮説

を創出 し,新 たな刺激 を自己に もた らすことに

なるのだから,自 ず と全体的に活動する教師集

団が出来上が るはずである。つ ま り,生 き生 き

とした学校づ くりは,生 き生 きとした教師集団

を作ることが肝要であることを踏 まえなければ

ならない。校長 に求め られる 「教師と共 に生 き

ようとする姿勢」は,教 師に求め られていると

ころの 「生徒 と共 に生 きようとする姿勢」の相

似形に他 ならないのであって,そ れこそが 「育

む」 ための最大のエネルギーであることを忘れ

てはならない。

②寛容 とは

校長の 「教師 と共 に生 きようとする姿勢」を

支える両輪の一つが,「教師個 人の教育的欲求を

聴取 しようとする姿勢」であ り,『寛容』とい う

キイワー ドで表 した ものである。 これは,校 長

が学校 という組織体の構成員である教師の個 人

としての意欲 を喚起す る作業に他ならない。つ

まり,学 校教育に対す る教師の個人的欲求を吸

い上げることは,教 師が学校教育に対 して持た

なければならない目的意識 を明確化 させ るため

の作業であ り,こ れが,と もす ると集団に埋没

しやすい個 人の向上心 を刺激 して新たな欲求 を

呼び起 こすことに繋がるものである。

多 くの学校では,校 長がいわゆる校務分掌 に

おいて制度化 された主任(学 校教育法施行規則

による)を 通 して,間 接的 に教師の教育的欲求

を把握することになるのだが,そ れでは,生 徒

や保護者か らの相談 を最前線で請け負っている

教師の孤独感は解消 しない し,個 人的欲求が組

織経営の責任者 に到達 しに くい組織では,組 織

としての目的意識 も明確化 されない。

「教師と共に生きようとする姿勢」 と,「教師

個 人の教育的欲求を聴取 しようとする姿勢」の

二つの姿勢が重 なる領域 こそが,教 師個人の内

面 に平穏 と刺激 を形成す る作業であ り,合 わせ

て,制 度化 された主任を育成 しつつ,次 の学校

管理職 を育て上げる作業 に他 ならない。教師個

人の教育的欲求 を聞 き取 り,そ れを整理 して個

人に戻す作業 を反復することがその近道であ り,

校長が,教 師にとってのSupervisorで 在 らねば

ならない理由はそこにある。

③創 造 とは

校 長 の 「教 師 と共 に生 きよ うとす る姿 勢」 を

支 える も う一輪が,「 新 た な教 育的価値 を生 み出

そ う とす る姿 勢 」 で あ り,『 創 造 』 とい うキ イ

ワー ドで表 した もので あ る。 これ は,学 校 とい

う組織 体 と しての方 向 を定 め るため には欠 くこ

との で きな い作 業 であ る。 つ ま り,校 長 と して

その学 校 の教 育的価 値 観 を構 築 す る こ とは,い

わば羅 針盤 を設置す るこ とであ り,様 々な教 育

的 な判1析が けっ して場 当 た り的 で はな く,計 画
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的な指導性 をもった判断であることも意味 して

いる。

これは,前 述 した教師個人の欲求を聴取する

作業 を踏 まえ,そ の欲求 を総括 し,方 向 を模索

することか ら始め,組 織構成員の合意 を形成す

るために討議 を繰 り返 し,相 対す る価値 を均分

するのではなく,包 括す る新たな価値観 を構築

する作業を行 うことが,新 たな課題に対する模

索を呼ぶことになる。この作業を繰 り返 して行

うことが,校 長の 「教師と共に生 きようとす る

姿勢」 をさらに助長することになる。

「教師 と共に生 きようとす る姿勢」と 「新たな

教育的価値 を生み出そ うとする姿勢」の二つの

姿勢が重なる領域は,教 育的知識や技術の独 占

を廃 し,積 極的にその有用性 を分か ち合うこと

に求めようとする実践力に他 ならない。

また 「教師個 人の教育的欲求 を聴取 しようと

する姿勢」 と 「新たな教育的価値 を生み出そう

とする姿勢」が重なる領域 には,蓄 積 された教

師 としてのキャリアを基盤 として相対す る立場

か ら考察す る姿勢,す なわち複眼的思考 を見出

だすことがで きる。この複眼的思考 こそが,先

に共生の項で述べた 「心地好 い刺激」 を見出だ

【資 料5:リ ー ダー シ ップの構造 】

す こ とが で きる源で もあ る。 心地 好 い刺激 だ か

らこそ,自 らを次 の 目標 にむ か って 前進 させ 得

るエ ネル ギ ー を 自 ら求 め よ う とす るの で あ る。

不愉 快 な刺 激 は,自 己 を閉鎖 す るエ ネルギ ー に

は な り得 るが,開 放 的 な前進 す るエ ネルギ ー に

は転換 しない。

④相互補完

『共生』「寛容』『創造』 とそれぞれのキイワー

ドを補足説明 してきたが,こ れ ら3つ の概念 は

それぞれが単独 で上昇するのではな く,互 いに

補完 しあって螺旋 的に上昇 し,そ の中核 を構成

する教育目標の達成 を成 し遂げる関係 にある。

一つの教育 目標が達成 されたとき
,同 時に新

たな刺激 と個人欲求 と模索が,新 たなspira1を

生み出 し,新 たなる教育 目標の実現 を目指 して

活動 し始めているに違いない。

学校 に多様化が求め られ,従 来の知識 と技術

を効率的 に伝授す ることこそが是 とされた学力

感から脱 し,生 徒個人の個性の伸長 に光 を当て

ていこうとす る新 しい学力観が求められている

今 日こそ,校 長の指導性が問われ,教 師個人の

指導性が問われているのだ と思 う。

Supervisor

*趨 人欲求を腿き

取り、整理して

偲人に震すこと

から、鰯人内に

平穏と刺激を形

成する

求を喚起す
る働き

寛容

響

創造

教師としての資質の向
上を昌指す働き

案践力
*教 育的知識や

技衛の有用性
を創出しようと
する活動

組織体としての方
商を定める働き

複眼的思
*教 霧掌的晃地と累積した経験を基盤とし

相対する立場から考察する濡動

:・


